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置
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ト
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伸
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を
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十
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あ
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械
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岛
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^
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を
程
度

?
し)

一
:の
エ
場

.5
:
.設
け
、職
エ
志
願
者
の
技
術
練
習
所
ヾ

」 

な
し
又
組
合
貴
被
屜
エ
場
休

.エ：中
の
エ
場

^

供
す
？'追
て

H

場
附
.屬

の

寄

宿

舍
?:
設

置

す

ベ
 

し
.O
J 

(

第
七
條
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そ
の
他
組
，合
員
死
亡
、疾
；病
時
に

'
_す

：：

る「

規

約

附
^̂

.

.

.
乙

の
同
盥
進
エ

M-
は
、石
川
島
造
船

所

小

澤
辨
藏
外
五
名
陸
軍

■
兵
廠
，の
#
澤
淸
次
郞
外
四 

名
、海
軍
造
兵
廠
の
千

代
松

只
藏
外
十
ニ
，名
、田

中
.機
械
製
造
所
の
天

マ野
友

—
郞
外

一一
十
五

名
、鐡 

道
局
の
本
多
庳
源
太
外

三

名

•
及

び

職
ェ

學

校

の

.
大

久
保
忠
礙
屮
岡
定
吉
が
發
起

ビ

な

つ

て

組
 

織
し
た
も
の
で
、乙
れ
ら
の
諸
ェ
場
の

.職
工
の
參
加
を
得

•極

：
め

て

，
好

望

で

あ

っ

た

が
、委

員

等

が

積
立
金
の
一
部

?:

費
消
し
た
ど
い
ふ
風
說
が
職
が
ぅ
、委
員
反

.對
の
火
の
手
が
擧
っ

.た
の
で

# 

員

.は
積
立
金
を
分
，配
し
て
解
散
の

.決
袁
を
な

し
、同

盟
進
エ
組
は
そ
の
多
.望な
將
來
を
俟
つ
こ 

ど
な
く
解
散
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
迎

，
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:
初
期

^
お
け
：る
勞
働
者
述

.動
の
：：

^

失
敗
の
歷
史
で
：あ
：る？
か
が
國
^
あ
け
る
そ
れ
は 

旣

R
記
し
た
通

々

で

ぁ
る

o
し
か
る

^
乙

の
實
踐
，的
運
動
を
_

連
し
て
、勞
働
者
問

.題

S

t
 

る
實
際

■家
ヒ
し
て
の

.立
場
か
ら
の
：

.理
解
者
は
、佐
久
間
真

 

'一で
あ

.つ
た
。

1

s

'

て、彼
 

は
常
時
の
所
謂
實
槳
家
ビ

.は
そ
の
選

?:
異
に
す
；る
ゲ

「

現
時
我
邦

'の
.實
；業
家
せ
稱
す
る
も

.の
は
、
 

多
く
虛
業
象

そ

し

て
0

#

の
賣
買
に

一
一
擢
千
金
を
衾
ふ

^

あ
ふ
ず
：ん，

'ば、自
前

0

實
を

.m
斷
す 

る

5:
知

&
て
國
家

.あ
♦

?:
:知
ら
ず
、己
に
國
家
の

ii
念
な
し
、彼

#
'の
服

.中

^
'
ば

社

會

な

く

人

類
 

な
さ
な
ゲ
、

^
る

R
If
e
間

'卓
然
ミ
し
て

.啓
蒙
叫
赋
菩
生
產
界
に
ー
道

0
光
明

5:
:與
.へ
霹
霧

一

聲

. 

勞

«
問
題
を
唱
道
し
て
.彼
等
が
傭
狹
な
る
確

•
の
肓
見
を
攆
破
し
で
エ
業

0.
前
途
^
_
張

^

進
'

#
を

.叫
喚
し
.だ
る
も

の

氏
5:

®'
が」

て
龙

を
あ
む
ベ

..
か
ら
ず
，
;*
は
已

k
t
e久
間
氏

.

^
言

ベ
，ば
、

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

. 

，

勞
働
問
輝
を
粗
及
し
、勞

.
働
問
題
ぜ
寳

’
へ.
：：ば、佐

^

R

至
れ
る

^

0

.
貴
故
な
：し

.

.

.
:. 

' 

.
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■ど

.マ
：
佐

久

間

：
は
、
實
■際
敗
立
揚
が

&:
-
-、勞働
者
問

.題

_
入

つ

，
た
©
Vで
_

o

:被

以「

小

^
は
：
記

.
し

て

い
 

ふ
。ン

「

抑
冬
氏
の
勞
働
問
題
に

«,
_
せ：る
は

_
何

^
，る：動
機

0;
#

在
あ
り
て
然

-CV

し
：か
氏
：の
資

■.
.
 

ぐ
.：

、

質
俠
分

^

富
み
同
情
の
念
深
か

6
,し
が
爲
め
な

：

ヶ
ど
い
有
^
最
も
肯
綮
ヒ
得
た
る
ん
の
に
あ 

'

ら
ざ
る
か
、氏
甞
て
來
京
府
敎
育
會

^:
為
け
る

'
演
說

R
ヾ
際
し

^
.語
”
て
0;
ぐ『

自
分

^

業

?:
始
む

"る
數
年

^
し
て
職

H
.

吹
身

.！！
齋
賜
し
し
て
寒

^
堪
へ
ド
ざ
る

'も
.の
?:
:
:
生

じ

共

原

因

お

調
 

査
す
る

-

彼̂
れ

.ぬ
既
：
^
橫
濱

-̂
於
て

»
年
此

.
€業
ド
#
事
 

發
見 

し

..て
大
^
驚

き

た

A
,强
壯
：

0'
哭
兒
働
如

k
十
ケ
年

0
勞

«
に

_服
：
し

、
で—

の
解
康
を
失
：ひ遂 

に
死

k
到
る
ど

s
.
iは
悲
し

び

■ベ
さ
の

.
#な

1
之
福
放

%
し
置

.く)

べ
.
_の
'小：事

<f 

，
思

は
し
め

た

6』

ど
。
然
ら
ば

：

此
：の

.
'
1

(

事

^
.以
ず
氏

#
勞
«
間
題
の
研
究
を
初

?

の
動
機

 ̂

な
れ
る
も
の
に
し
て
戌
の

.俠
氣
は
：此

.
R
:齋展
す
べ

#
摩
：動
，カ
：

5:
得
た
る
も

の
な

t
:
故
ド
氏

の
勞
傲
問
題
は

-̂
動
的
^
非
ら
ず
し
て

金

く

'自
動
：的

a
令

。

之
を

ヲ

ー

工

V

R
學

べ

る

^
•
あ

.

.

.

.

.

.
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J

ら

ず
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ラ.ッ
ナ
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R
.心
醉

せ

る
'に
あ
'ら
ず

、
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片

同
■情
.の

念

^
.
.
凝

結

せ

 

ふ
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ノ
。
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二

佐

一

久

間

貞

」

小

傅
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一

.
へ

し

」
I

四
五

-
^
-

1

四

六

莨

：J 

,

■
而
し
て
、佐

.久
，間
の
勞
備
者
問
題
に
對
し
て

論

ず

る
ビ
乙
ろ
は

#

.働
組

.合
結
成
の
必
要
、ェ場 

法
制
定
の
必
要
減
ェ
職
業

敎

青
の
：必
要
を
論
じ
た
デ
と
れ
ぱ
後

R
:記
す
る

.が
，彼
ば

^

れ
を
論 

議
.す
る

^

北
凌

.ら
ず
、そ
の
抱

懷
す
る
ど

m

ろ

5:
自
己
の
經
，營
す
る

^
:英
舍

H

場
に
.お
い
て

施 

設
せ
ん
ど
し
た

0

：
:

「

秀

英

舍

ェ

揚

は氏

の

勞

働
者
間
題
の
研
究
地

^
し

て

、ま
つ
試
驗
場

.な
り
き
。：
.故

k
同
ェ
場 

の
設
備
は
皆
な
玫
の
理
想
を
以
弋
包
圍
せ
ら
れ
充

.滿
せ
ら
れ
た
々
。

氏
は
同
ェ
場
に
於
て
八
時
間

.勞
働
の
試
驗
を
爲
せ

C

養
老
積
立
金
の
制
を
布
さ

g
o,職 

ェ
の
保
讓

m
を
設

け
ぅ

o,一 
徒
弟
を
集
.めて
雄
弟

_
度
.の模
範
を
示
し
ね

。
.
夏
.季休
養
の
法 

?:
設
け

v

相
州
逗
子
の
演
岸
^
一

 

週
日
を
休
養

.す
る
，の，恩
典

R
髂
せ
し
め
、ホ
徒
弟
の
成
業 

者
を
以

て
同
窓
會
.を

組

織
し
て

ff
i

s
の
親
睦
機
關
た
ら
し
め
、自
ら
之
れ
が
；

#
頭

ビ

器

れ

t 

此
等
職
ェ
保
證
の
施
設

.擧
げ

.來
れ
ば
、僕

5:
吏

.ふ

.る

%
尙
ほ
足
ら
ざ
る
の
威
あ

-

C
V
P

而
し
て 

.
其
結
果
，は
如
何
、皆
ぼ
見

.る
ベ
き

.の
好
成
績

?:
呈
せ
々
。

八
時

.間
の
勞
働
制
度
は
頗
る
、好
結 

果
な
り
し
も

*時
機
未
だ
早
か
る
べ
し
ヒ
爲
し
て
九
時
間

^
働

^
ぜ

气

現

^
'今
尙
ほ
之

?: 

實
施
せ

t
.
へ
而
し

，て
..

同
業
.者

K
ば
未
，だ
是
あ
ら
ざ
る
な
ヶ
、養

.老
積
立
金

'の
成

.績
亦
-良
好
な
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八
人

り

し

も

時

勢

一

の

進

：步

に

：

.伴
'；S

職

：

H

嘴
護
法

?:
改
正
し
、後
輿

^
改
め
：て
：職
：エ
貯
蓄
補
給
規
則

^

爲
り
て
現
存

.

せ
：々
。ソ
尙
ほ
年
金
給
與
規
則
を
設
け

.

て
多
年
動
續
者

0

名
«

賞
ど
し
て
，實 

.

行
す
。
徒
弟
制
度
は
大
成
功
の
結
果
を

.
: #

た
^

。：：
：

:

而
し
て

.

、氏：の

.

秀
；英舍
エ

.

場
R

於
け

る
設
備
の
完
全

k
し
て
職
エ
保
護
の
趣
旨

R
協
ひ
た
る
も
の
多
さ
は
吾
人
の
感
謝

R
堪
え 

.
ざ
る
所
な
う
。

_
故

^
世
人
も
亦
沐
に
同
工
揚
の
制
度
を

0
て
.狻
範
ビ
す
る

k

M
れ

h 

Sい

ム

_°
へ修久

.間良：

.一

.小
傅
、一

y
\

」

广四七
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四
八
頁

)
,

.

こ
の
記
述
は

I勿
論
佐
久
間

1
-M
1
:の
事
業

5:
-
賛
美
し
こ
れ
を
後
世

^
傳
へ
ん
?
す
る
た
め
の 

r
記
者
の
記
す
る

ビ

こ
ろ
で
あ
る
か

ら
，乙
れ
を
そ

.の
ま
、

R
受
け
容
れ
る
の
は
早
計
の
や
う 

^
も
狃
は
れ
る
が
、彼
が
勞
働
者
問
題

k
■早く
著
眼
し
、そ
の
資
本
家
ど
し
て
の
立
場
か
ら
能
.ふ
 

限
り
の
施
設
を
行
つ
た

i

る
べ

A
で

t

、

「

日
本
の
勞
働

.運
，動

j

の
著
者
が

■佐
久
間

?:
以
て
、

r我 

B
勞

#
.運

1/
の
.大

^
人

.
し̂
て
日
本

.の
ロ

.パ

.ト
‘オ
ラ
ン

ビ

い
ふ

.ベ

$
人
な

6
. 一^
し、(

in
j
吐ヒノ
 
.
t 

た「

規
は

M
化
我
與

^
於
る
最
初
の
勞
働
者
の
.味
方
に
し

て

.，

又
最
も
有
力
'な
る
勞
働
運
動
者
の 

1.

人
た
う
し
也

」(

2Mr
 ̂
〃
'

s
、
;i
l
l.
^

jわI

驾

T

せ
ら
れ
、前
揭

「

日
本
の
勞
働
蓮
‘動
を
は
彼 

の
肖
像

1

枚
：を

W
げ
た
る
が
如

?
 

は
決
し
て
偶
然
で
は
な
：い

.

の
で
あ
，る
。

し
か
ら
ば
佐
久
間
貞
一
は
如
何
な
る
恐
想
的
立
場

R
あ
ヴ
た
：か

6
彼
の
論
策

€
レ

て
•の遺 

稿
は
今
蒐
め
て
，

「

佐
久
間
貞
一
小
傅
友
附
錄
ヾ

」

せ
ら
れ
て
ぬ
る

:0
乙
れ

^
ょ
つ
て
吾
々
は
彼
の

- 

立
場
を
見
る

Z
ビ
が
出
來
る
の
で
あ
る

o
先
づ
勞
働
組
合
に
關

す
.る
彼
の
見
解
か
ら
述
ベ
や 

ぅ
。

.彼
の
勞
働
組
合
論
は
明
治
ニ
十
五
：年、當
時
の
最
も
進
步

.的
思
想
の
叢
、淵
た

P 

|「

國
民

Q. 

友

J
R揭
げ
ら
れ
た
。

®
の
論
ず
る

ビ

こ
る
は

「

第
一

R
職
工
賃
銀
卞
落
.の
原
因
及
結
果
を
略
說 

す
る

.襄
、
第
一
一
.
に

職

工
組

合
の
目
的
及
同
盟
罷

X

の
利

害

を
論

究
t

る
：事

」

で
あ
つ

た
。V 

-t
:
J5 5 

賃銀の低廉賃銀

.の
下
落
ど
は

®
別
：す
る
こ

'ど
を

®
す
：る

。：：
'
:賃
.銀
の
低
廉

ビ
は
、自

，然
.の
 

现
‘象

^
近
い
。

を
れ

は
歐
来
の

.賃
銀

：̂我
國
の
を

れ

ど
を
：此：較
し
て
、心
が
國
の
そ
れ
は
低
廉 

な

A
V<£
い
ふ

が
如

く
で
あ
つ
て

、
^
れ
ば
、「

0

か

:6
>
動
か
す
ベ
か
ら

ざ

る
' 原
因」

が
あ
る
の
で
あ
る
。
 

而

し
.て
：
賃

鈒

，
下

落
R

つ

い

て

も

一

一

個

g
,

相
違
あ
会
の
。

ー，
は
、經
»
^
.
然

の
下
落
で
、

を

の
.

1
1

 

は
人
が

g
,

下

落

で

あ

，
る0
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自

然

の
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下

蒗

は

、
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殆
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ん
^
人

方
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：
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'す

ベ
か
ら

ざ

る
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濟
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原
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i
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セ
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不
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力
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用
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k

M
縮
す
る
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(

謂
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Q
で
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&
場
合
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大
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し

P
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J
®

め
'て
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る
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す

‘

^
#:
ベ

.じ
、即
ぢ
：細

断

-
般

0 .
不
景 

氣

ょ

り

し

.で
，職

人

0-
'手
を
空
ふ
し

^
:練
者

:

も

.忍
^
最

■低(

の
寶

&

R
滿

M
,じ
，益
賃
鐵
下
落
の
勢 

を
助

.け
、職
業
上

_
"の熟
練
は
乏
を
施
す

_
由
な

.く、零
品
愈
：粗

_

^
流
'る
 

> ゆ
勢

5:
-
防
：
€

^
は
^
 

非
共
職
エ
組
合

5 :
'

起
し
、嚴
重
な
る
：規
約

^
設

‘げ
、可
成
紙
合
：貫
：の
_
を
少

.
ぐ

し
^
和

減

：時

法

.に 

據

6
、
需

用

供

給'の
'
平

均
?:
::

保

o
0:
策

：を

立

て

ざる

ベ

か

ら
ず」

ど
ぃ
ふ
の
で
あ
る

。「

こ

れ

が
賃 

銀

へ

の

自

然'的

下

落

に
*
す

る

道

へ

で.お

る
/0
£

.

一
 

H
u
r
が)

、
へ
'

：、
：

次
k

賃
.

鈹
の

「

人
.
爲
k

屬
す
る
下

■

」

で
あ
る
.

が
、乙
れ
は

「

展
主
が
®

エ
^

對
ず
る
B

制」

で
•あ
り 

'

て
•

そ
の

"
1

例
は
か
.

の
#

負

競

德

あ

が
o

き
-
の
廉
鲁
A

礼
の
結
*

は
、®

エ
の
賃
銀
を
一
減
ず
る

k

至
る
の
で
を
る
。

「

.二

.:r  
:

.

,

ノ 

V

 

ハ
.「

.：
：
.
.
:
?

-:
'
::ト
^

15

人
輙
も
す
れ
ば
、以
爲
ら

 

<
 
賃
姐

.下
落
す

.れ
ば
，資
本

金
.：

の
利
益

ビ

な
ら
ん
ビ
、此
の
見
解
大 

• 

R
誤
ま
れ

A
V 

:

:

»鈒
'
下
落
す
る
時

.は

.
金
融
必
、迫
，

5
、

製
品
：の
需
用
ロ
其
路
：を

.社
'絕
し
，金
利 

は
不
廉

k

赴
さ
、資
本
の
新
事
業

^'

投
ぜ
ら
る
、も
の
な
く
、製造
額

^

少
し
、機
械
の
邂
轉
日 

k

衰
ふ
る
の
時
，な

>

、此
時
に
當
り
：て

'資
本
主
に
如
何
な
る
魔
力

」

あ
ぅ

^

も
，決

.し

て

自

.ら

利 

す

る
Z

W

能

は

ざ
^

の

み

な

ら

ず

、其

損

耗?:
受

く

る
Z

ど
は
榮
働
者

1C

比
し
て

1

層
甚
し

き
も

の
あ

^
ん、元
來
質
銀

?:
得

て

生

：®'
す

る

の

勞

働

：

者

はT

般
の
パ
供
給
品

?:
消
：費
す

S
經 

濟

II
:
會
の
大
部
分
な

P 
€
云
.ふ
乙
ど
を
記
憶
せ
ざ
：る
ベ
か
ら
ず
彼
等
に
し
て

1̂
る

]£
の
賃 

金
下
落

.す
れ
ば
、隨
て
生
活
の
程
度

?:
低
ふ
し
、購
質
カ
を
減
少
し
諸
物
，品を
消
‘费
し
之
を
購 

質
す
る
，に
於
て
搭
ベ
勝
ち
ど
な
ら
ざ

.る
可

，ら

ず

、
：

•
>雜、て
勞
働
者
な
る
も
の
は

1

爪
會
の
供 

給
品
を
消

®
す
る
大
部
分

:

な
れ
ば
，此
の
大
部
分
が
尤
も
多
ぐ
消
費
し
尤
も
多
く
需

/r
す
る 

時

Z
そ
、各
事
業
の
伸
暢
發
達
す
る
時
な
れ
、：
：
而
し
て
彼
の
消
費
者
の
大
部
分
を
し
て
多 

く
購
買
せ
し
め
ん

.S

欲
せ
ば
、是
非
共
之

R
'相
應
の
賃
銀

5:
*
與

へ

彼t

を
し

' 

て
生
活

k
餘

»

:

あ
ら
し
め
ざ
る
べ
か

ら
ず

、即
ち
：彼
等
勞
働
社

#

^
多
ぐ

_の
賃
鈒

.5:
與

.ふ
：る

.は
全

.く
エ
業

«

_

達
の
哉
'

礎
を
© .

ず
も
の
ビ
謂
は
ざ
る
可
ら

.

ず
t

 

,

」
(

？̂

ー
ギ
- >

,^

Z
:の
人
.爲の
賃
銀
下
落
を
防
止
す
ベ
ぎ
も

0
.
.
ば
職
エ
組
：合
.で
あ
る

0「

職
工
組
：合
の
乱
的
は
、
 

之
を

«
言
す
れ
ば
、同
業
者

®
取
相
倚
ぅ
、以
て
其
地
位

_を
.高
'め、
:!
1
つ：雇
主

.の

.抑
膜
に
對
し
、相共 

に
之
を
防
鑕
す
る
は
有
る
な

*
、̂故

k
平
時

^
:在
々
て

.は
同
業
：：考
園
結
し
ャ
職
業
上
の
管
識
經 

驗

5:
.
交
換
し
、郷
雛
柑
救
ひ
、又：組
合
の
風
俗
を
矯

.疋
し
、以

:

で
.同
■.業
者
':の
美
德
美

.：

風
の
習
惯

t
養 

成
す
る

?:
以

て

目

的

€
し
，變
時
'に
ぁ

6

.
rc
は
、主
：ギ
し
て
人
爲
の
解
制

^

出
で
た
#
賃
銀
の
下

紙

ニ

卜

五

‘

卷
四

.七)

' 

明
治
ニ
十
年
代
に
お
げ
.る
势
働
考
Hy
齒
觀 

.
'
.
第

十

一

號，■九I



第

：
一

一

十

五

卷(

一.六
四
.

6
、

明
治
.ニ
十
年
代
：に
お
げ
る
勞
働
裔
燦
觀
，
 

第
十1

號
'

rL
ニ

落
を
防

c
t同
的

S

す
る
：

も
の

'
k

'

し
て
、此
人

>爲
の
，壓；制

? :

防
ぐ

V 」

は、即

.ち：同
盟
擺

ェ
の

Z
ビ 

是
れ
.な

6
、而
し
て
、職

ェ

組

食

5V

レ
I
ド
‘ユ

11?

ォ.V
)

は
本
體

;̂
し

^
同
盟
罷
ェ

(

ス：ト
ラ
イ
キ

)

よ
 

因
ー
り
て
起
る

所
の

作
用
な
々
。」

E

-

s-
t
:ね)

か
く
セ
、彼

は

同

盟

罷

是

is
す

.る
の
で
あ
る
。
 

「

同

W
罷H

は

'固
よ
々
經
濟
上
吉
祥
の
..
事

^
あ

ら
'ず、然
れ

^
も
、賃
鈒
下
落
し
、國
民
の
«
«
カ
減 

じ

事
業
退
縮
し
、

細

民
生
計

R

茜

み
、技
藝

退
步

す
る
の
現
象
は
素
よ

&

非
常

.に
不
祥
の
事
な

ベ 

此
不
祥
の
事
を
治
癒
す
る
に
は
是
非
共
一
種

.の
激
劑
を
用
ゐ
ざ
る
，ベ
か
ら
ず
、同
媪
罷
ェ
は
即 

ち
其
激
劑

R
し
て
、身
體
健
全
な
ら
ば
，始
め
よ

>
9之
を
用
ゐ
ざ
る

.の
優
れ
る
^
如
か
ず
ど
雖

も
，
 

容
體
危
篤

S

り
て
は
、如
何

^
之
を
用
ふ
る

k
:躊
踏
す
：

.ベ：け

.ん：や

」

で
.
.あ：る
。

E
i
i
i

 | 
&
し 

か
し
な
が

.ら
、同
單
罷
ェ
ち
ま
た
一
の
服
界
を
有
す
る
？

「

尤
も
恐
る

.ベ■さ
は
經
濟
土
の
鈞
合
よ 

り
觀
て
相
當
の
賃
銀
を

%

な
が
ら
勞
働
社

#

の
爾

/

A

な
' P

欲|

心

よ

6

漫

J C

法
外
の
，高
給
を

#

 

ん
ミ
欲
し
、故
な
く
同
盟
罷
ェ
を
企
て
、
資
本
主
、

?:
苦
し

.む
る
乙

:̂
是
な
々

-(

l
CJ
l
K̂)

か
く
の 

如
く
し
て
、佐
久
問
は
當
時

R
お
け
る
資
本
家
ミ

.し
て

.最
も
進
步
；的

.な
：る
立
場

R

b
た
の
で

b

る。
 

：

こ

れ

よ
り
先
き

.勞
働
組
合
及
び
消
費

.並

R
生

_產
組
合
の

' 必
要

(

を
.論
じ
尨
も
の
は
、乙
の
佐
久

間
成

:
1

の
文
章
を
揭
載
せ
る

「

國
民
の
友

j

で
あ
る
。

「

國
民
の
友

」

は
明
治

-;
'
十
三
年
九
月
ド

「

勞
働 

漭
の
聲

」

ど
題
ず
る
社
說

^
A

lr
v
之
を
論

'1
:
た
。

「

勞

.
'役漭
の
地
位
を
萵
尙

.な
ら
し
む
る
ド
は
、
 

種
々
の
手
段
も
有
る
ベ
し
。
然
れ
ざ
も
其
重
も
な
る
潑
は

.實

R
其
生
活
上
.の
道
を
便
益
な
ら 

し

lr
>
R
.:®
i
:
v
'
s
ふ
立
場
か
ら
出

#
し
た
。

.(

s

、
l 

 ̂

 ̂

3

こ
の
方
法
其
し
て
提
出

 ̂

れ
た
る
も

.0
は
，
1
:ーつ
の
方
法
で
あ
る
？

「

其

1

は
即
ち
廣
投
者
を
し
て
、同
業
組
合
の
制
を
設
け
し
む
る
事
是
な
う
。
同
業
組
合
.ど
は 

何

？
ゃ
。

:

大
工
は
；大
工

‘な

:̂
左
営
は
左
；宵
な
う
、又
た
其
他
の
職
，人
は
職
人
な
う
、同
職
者
相 

國
結
し
：て
、以

^
緩
急
相
互

^
救
ふ
の
業
公
爲
す
事
是
な
々
？

•
.：：唯
願
ふ

'所
ぱ
，同
業
組
合 

な
る
者
を
起
し
、之
を
以
て
互
に

:j:

種
の
：友

愛

協

會

^
爲

3
、

互
：
k
其
收
入
金
の
幾
分
を
貯
蓄 

し
、其
組

'合
中
ド
疾
病
、火
災
、其
他
の
不
幸
に
遭
遇
す
る
者
は
、事

®

?:
探
究
し
て
之

を
助
け
、若
 

.

く
は
、

一

旦
事
あ
る
の
時

^

於
て
は

*

同

*

團
結
し
て
、

|1
1

エ
同
盟
の
作
用
を
作
す

の
用
意
を 

爲
す
，ベ
し

。
.
,
吾
人
：ば必
ず
し
も
、罷

H

同
盟
を
獎
卿
す
る
者

^
非
ず
。
然
れ
ざ
も
•若
夫
れ
勢 

已
む
可
か
ら
ざ
る
時
钇
於
：て
は
、弱
：：者

0
强
者

^
抵
抗
す
る

'は
、弱
者
の
カ

5:
園
結
す
る

の
外 

ぐ
な

3
の
'み
。：
：
吾
人
は
如
何
な
る
：場
合

^
お
い
て
も
、罷

エ

.I
K
I盟
を
：作
せ
を
獎
說
せ
，ず
。

然

笫u

十
五
.卷

a

六
四
九5

:

叨
治
ニ
十
年
代
'に
^
け
る
勞
侧
赉
問
题
麟 

银
十
一
號 

九
三



f
,
l 

T
*

3r
.
..
卷

-
,六

五

-9
:

:明
治
ニ
.十
:̂

代
.に
:̂
げ
..る：勞
働
#.
'
間
題
.觀
'
. 

'
.

奴
卜
-
號 

'
.
^
3
-4

れ

r

4
如

何

な

る

場

：合
一
に
於
そ
も
、興

雇

由

^:
爲
に

_

授

者

が

_

制

お

.

受

.

け
：：

救

^

な
 
'ら
ぬ
ビ 

:
'
1亨
チ
の

'
理

な

•

「

國
：民
の
友

」
ば「

友
愛
，協

#」

：ミ
し
七
の
勞
働
組
合

5:
是

認

す

る

$

.̂
^

の
_
爭

手

.段

ど

し
 

て

.の
'ぅ：.

：

ラ
：ィ
キ
の
北

^
得
ざ
る
を
認
め

m「

而
し

lr
、第：

1
10 :
方
策
 

<
 

て

.は
、協_
組
合
己 

れ
で

.あ

.る
。

.，

f

第
二
：の考

.

.案
は
、共
同
會
：社

の

制

是

ギ

气

其

制

た

.る
や
方
法

I ,

に
し
て
、足
ら
ず 

ど
雖
も
、要
す
る
：ド資
本
象

<
勞

«
者
ぜ
雇
主

'W

被
展
主
亡
の
；間
：に
在

り

て、其
利
害
を
並
行
せ

L

^
6-
F

a

Q

:

0

^

^

#

^

^

^

v

(

l
.耻：靡

)

i
れ
は
、謂
ふ
所
の
：
コ

ォ
：ベ

レ：'
サ
チ

'.
グ
•ソ
ザ
エ
テ 

ィ
で
あ
：つ
て
、「

富

:0
生
パ
產

Jk
に
於

.け
る
共
同
會

«
/2
岑

生

：產
：組
合

^「

當
の
分
齙
上

^
食
け
る
共 

同
會
社
即

.
消̂
費
•組

合

で

あ

つ
：て
、殊
に
消
費
紙
合
，

^
.つ，い
て
は
‘商
品
摩
賣
ん
キ
る
組
合
の
直 

接
利

&
の
法
ど
、每
沏
末

R
為
け
る
利
益
配
當
法
あ
る

O

J
を
擧
げ
て
、そ
の
利
益
を
唱
道
し
て

ゐ
る
。

' 

ノ
 

：

:ん

.

.

.

.

.
'

八

■ 

’ 

‘ 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

日
本
に

'^
け
る
勞
働
者
の
狀
態
は

^
働
者
の
自

.衛
的
手
段
た
る
勞
働

M
•合
主
義
を
唱
道
せ 

し
む
る

w

ビ
も

^
‘國
家
の
勞
働
者
間
題

k
干
渉
す
る
と

^
の
是
非

0
論
ぜ
ら
る
、

k
至
つ
た

0-
で
あ
る
。：：

t
eド
述

ベ
た
，や
ぅ

S

商
務
大
臣
陸
奧
宗
光
は
、明
治
一
一
十
四
年
八
月
.七
一
日
附
を 

以
て

.、職
ェ
保
護
條
例
に
關
す
る
件
を
各
地
商
員
會
議
所

k
ぞ
の
.意
見
を
諮
問
せ
ら
れ
た
の
で 

あ
る

.0
乙

れ

^
對
す
る
各
地
商
業
會
議
所
の
：囘
答
は
，わ

.が
國

.古
-來
の
美
風

?:
擧
げ
て
、そ
の
不 

必
要
な
る

Z
ビ
を
カ
餘
し
た

.も
の
が
多
數
で
あ
る
。
し
か
る

H
乙
の
職
ェ
：保
議
條
例
案
に
關 

しV
、

國
家
が
勞
働
立
法

?:
な
し
て
、

®
人
の
自
凼
を
拘
束
す
る

Z
ヾ

」

が
果
た
し
て

.0
當
な

P
や 

否
や
の
論
議
を
起

^
し
め
た
の
で
あ
る
。

':
パ
 

:佐
久
間
貞
一

:
は、勞
慟
者
間
題

'

對̂
す
る
政
府
の
干
渉
を
一

.

の̂
條

#
,の
.下

^
是
認
し
た
。
 

彼
日
く
ベ
若
し
政
府
の

®
.ェ％

'例
徙
敗
敎
育
等
，の

」

法
令
：を
發
す
る
を

.見
て
：干
渉
な

k
ど
謂
は

C 

初

ょ

C
N

政
府
な
き
も
可
な

々W

 

S

ふ
の
至
：當
な
る
；も

の
.な
々
、顿

.之
：蘇

R
製
造
場
あ
ぅ
、藥
汽
機 

摘
を

'使
用
す
る

.マ」

せ
ょ
而
し
て

^「

フ
，
一
ス
ィ
。
ボ
，
ィI
ル」

の
危
險
あ

6
, €
せ
' ん
乎
此

&
合

^
法

» 

を
以
て
鐵
橺
又
は
木
枷

.を

.造

.らー
し

む
る
を
見
で
之
を
干
渉
な
々

2£
謂
は
ヾ
、人
民
を
保
護
す
を 

職
務
；果
し
て
、何
者
か
能

く

之
を
爲

S
ん
、貴、重
な
る
人
類
の
生
命
豈

>
X
場
主

K
一
 

任
す
、へき 

名
の

.な
ら
ん

.や
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捕
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'奸)

而
し
七
、こ
の
_
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つ
て
は
、乙
の
條
例
の 

逾

ff
i
を
受
：ズ
べ
：き
職

3:
の
資
格

2:
限

®
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず

ビ
じ
；て
、左
；の
要
件
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主

_
し
；た
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明
治
ニ
十
银
代
に
ぉ
け
る
勞
働
者
問
題
觀
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第
'
十
一
嫩

 

九六

「
I

、工業
(

職H
、H

手)

學
校
の
卒
業
生
，

修
業
證
書
を
所
持

.し
，た：る

.者」

こ
れ
で

.あ
る
；。

(I:

ゴ

^̂

•
/勞
働
間
題

^
對
す
：る國
家

.の
干
涉
ド
關
す
る
是
非
吵
論
：議

.は、當
時

.在

‘日
の
佛
人

'ボ
ァ
ソ
ナ 

1
ド

€
東
京
帝
國
大
學
敎
授
金
井
延
£の
間
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ァ
ソ
ナ

I
ド
は
比 

較
的
自
由
主
義
の
立
場
に
立

-?
>
:、金井
は
、社
會
政
策
的
立
、揚

^
立
つ
で

P
る
。
ボ
ァ

ソ
ナ

r
ド
 

は
第

.ー
^
國
家
は
幼
者
の
自
宅
外

^
あ
け
：る

.勞
働
に
つ
い

.て
ば

.保
«
予
渉
す
べ
き
で
；あ
る
せ 

し
た
。

3

£

l
m;
I

s

s

l

2
 

二
 

勞
働
時
間

—
對'

V

テ
法
令
贫

*-
パ
制

.限
ヲ

-
ク
承
事
バ
何
レ

/:
_

於
テ
モ
菩
人
ノ
賛
成 

ス
ル
能

‘ノ
ザ
ル
所

」

で
.あ
る

ビ
し
、成
人

R
對
し
て
は
^

く
自
曲
主
義
的
立
場
を
固
執
し
て
ゐ
る
。
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低
上

論
者
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一

I

成
年
觅
子
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勞
働
時

間

ニ
モ

八

時
間
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減

少
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セ

ン

ト

、
王

張

.
ス
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ァ
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ム

實

ー一五u

人
y;
r
怪
詠
.ニ
堪
ェ

ザ
ル
.所
ナ
グ
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• 

•
. 
•勞
働

時
間
ノ
最
高
限

ヲ
定
メ
賃
錢
ノ
最 

下
额
ヲ
限
ル
以
上
メ
、運命
少
シ
ク
拙
キ
工
業
家
ぐ
其
業
務
ヲ
廢
ス

,ノ
外
ナ
力
グ
ベ
ン
。

;'
而
シ
夕
若
シ
エ
業
家

」
r
.

シ
テ
一

:

旦
其
業
務
ヲ
廢
セ

V

勞

働

者

-

全
ク
其
ノ
職
ヲ
失
ヒ
•以
前 

|

 

V

地

位

-

一
劣
ル
事
萬
々
ナ
ル
一
一
至

A

ベ
シ
？

但
シ
法

.

律
ヲ
以

k

運
命
拙
：キ

,

モ
：
席

己

；
ノ

，任

意

ヲ
.以
.
.テ廢
業
ス
ル
亭
ヲ

.得

-:
必
其
從
來
ノ
勞
働
者
ヲ
養
フ
爲
メ

 

ニ
營
.業
ス 

.ル
ヲ
要
ス

•若
'シ
.之
.ニ
反

.
f
レ
パ
財
產
ヲ
差
押
へ
テ
勞
働
漭
ニ
分
配
ス
ト
ィ
ス
ガ
如
ク
ス
レ 

V

此
弊
或
メ
少
シ
ク
之
ヲ
她

ム

ヲ

得

べ

キ
モ、此ノ
如
キ

S
制
ノ
法
#
マ
決
シ
ク
之
ヲ
制
足 

.

.實
行
ス

.ぐ
ヲ
得
ナ
ぐ
モ
ノ
タ
ル
ヲ
奈
何
！ーセ

.ム
^(

§
ゴ
、
|

}:

•

こ
れ
に
對
し
て
、金
井
延
は
、社
會
政
策
的
立
揚
か
ら
、軍
ド
幼
者
、婦
女
子
の
勞
働
時
問
の
み
な 

:

ら
ず
、成
部
摩
子
勞
働
者

^
對
し
て
も
、多
少
の
勞
働
時
間
の
制
限
の
必
要
な
る
所
以
を
論
ず
る 

の
で
あ
る
。

.
■ 

:

:

.

一「

惟
フ
ニ
成
年
见
子

V

勞
働
時
間

:

ニ
對
'ス

\

制
限
、
ノ
多
少
必

要

ナ

,
ベ

y

決

グ
一グ絕對的ニ 

非
ト
ス
可
ラ

.

ズ。

-■

然
レ
ト
モ
佘
メ
決
シ
ク
八
時
間
#
®
ヲ
何
レ

ノ

«
濟
祉
會
ユ
モ
適
當
ナ 

タ
ト
謂

ハ' 
ザ

A

ナ
ジ

,0
.
：

:
.
•

勞
働
時
：間
ヲ

A

■時間
ニ
制
限
ス
ル

ノ
弊
害

®

一
一 

ボ
氏
ノ
想
像 

ス
ル
ガ
如
ク
畠
對
的
ナ
ラ
ン
ヤ
。

'

時
勢
ト
國
情
ト
二
因
ソ
タ

、
ノ

大
ニ
利
益
ア
リ
テ
少
シ
モ 

害
ナ
シ
。

唯
ダ
夫

レ
經
濟
發

達

ノ
尙
ホ
幼
雅
ナ
ル
國

一一
在
ク
ぐ
企
業
ノ
精
神
乏
シ

ノ
ノ
農
工 

商
エ
外
國

,競
爭
頗
ル
恐
だ
可
キ
モ
ノ

ァ

レ
ベ
八
時
間
法
案

1
 ノ
到
底
不
適
當
ナ
ジ
。
然レ 

ト:

乇
多

.少
時
間
ノ
制
限
ヲ
設
ク
ル

，ノ
極
メ
テ
必
要
ナ
ラ
ム

o 

'
,
我

0
本
ノ
如
キ
二
在
テ
モ
、成

笫
二
十
五
卷

7
2
(
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六
五
三

)

，明
治
ニ
十
年
代
に
お
け
る

發
働
奍

間
題
觀 
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子
ノ
勞
働
姆
間
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1

0十 

一-
時
間
以
內
，

r

限
^

位
ノ
事
パ
決
：シ
テ

.
社
畲
經
濟
>、#
達 

ヲぃ
.妨
ゲ
ザ
ル
、ベ：ク
、萬

1
v

弊
害
ヲ
豫
防
ス
ル

テ
ぐ

頗
ベ
有
効
ナ
ル

^
シ
>

:

:

:假令
少
シ 

ボ之ヲ

(
實
業

v

繁
榮

)

害
ス
ル
事
目
前
ニ
在
ダ
モ
、國家
宵
年
ノ
大
計
上
、日本
人
種

>
 

未
來ヲ

. 

考
フ

,

時
ぐ
、他
ノ
勞
働
一
，
關
ス

.

グ
制
限
.
ヲ
設
ク

,

ト
同
時
ニ
時
間
ノ
制
限
ヲ
設
ク

,

メ
，社 

.
會
政
策
土
本
邦
今
日

.ノ
要
務

.
ナ
ジ
*-
,

(

f

L

^

^

^M O)

"

:

社

#
政
策
論
者

金
井
延
は
、勞
働
立
法
の
主
張
者
で
ぁ
つ
て
、同
盟
輝
業
の
：如
き
に
は
賛
同
し 

な
い
，の
で

.ぁ
る

0
.

「

勞
働
者
ノ
之
'
一 

因
リ
テ
、际

盟

罷

X
. ニ
因
ソ
テ

)

#
ダ
所

’ノ
果
シ
テ
览
ク
其
失 

フ
所
ト
經
濟
嫌
會
全
體
ノ
损
害

ト

ヲ
償
フ
可
キ

ャ
、
知F4
者
ヲ
待
タ

ズ
シ
テ

知
，
可
キ

ノ
ミ

。
勞 

働
時
間
ヲ
減
少
ス
ダ

ノ
必
要
果
シ

テ
之
ア
リ
ト
ス

レパ、

之ヲ爲ス一一

，
ぐ

他
ニ

良
手
段
ノ
有

, 

.アリ

.和
ソ
必
フ
シ

^
屑

.

.盟罷

X
ノ

^
.キ
.
#
藥

7-
用フ

.\
11,

及
.\

ン
...' 
ャ
.
.
°勞
働

no
題

.II ..

シーグ社
 

會

全
：
體

ニ
取

ソ

テ
必
要
ト
ナ
リ
、世

人

1
.

紙ニ

'

之

ヲ

研
究

セ

ザ

,
ヲ

得

ザ

,

ニ

至

ラ

ズ、
否

ナ

ソ 

レ

程

マ
デ

ニ
至

ラ

ザ

ル
前

旣

ニ
政
府

ノ
之
一

】

注

目

ス

,

ャ

必
セ
リ
。.
同
监
罷
エ
ヲ
待

'フ
，始

メ 

テ
覺
，
ダ
如
キ
ハ
，今
日
ノ

.

學
術
進
步
ノ
世
ノ

'

中
，ニ
在
ジ
テ

パ
政
府
ノ
最

.

モ
不
能
ナ
,
モ
ノ
ナ 

リ
o

世
，間

幸

一一
シ
テ
斯
ク
ノ
如
キ
政
府
多
力
：

ラ

ザ

ル
ナ

.

ソ。
惟
フ
：

二

勞
働
問
題

ヲ

研
究
.スル

モノ、目的ノ

一

トス可キ所ニ

、J
I

單
罷
エ
ノ
如
キ
害
毒
ヲ
豫
防
シ
、
之
ヲ
シ
ク
起
，
ノ必要 

ナ
ヵ
シ
ム\

 

二、
有
ラ
ム
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■ 

“、
卿

)

'

か
く
て
金
井
は
國
家

R
對
す
る
絕
對

.の
信
賴
者
で
あ
、つ
た
。
し
か
る

{c
fe
久
間
貞
一
の
如 

さ

•咬
た

「

國
K

の

友」

の

記

者
の
如
&
は

^

.

の自
術的

手
段

S

し
て
の
同
盟
罷
エ
を
考
へ
つ 

、
あ
つ
た
：の
で
あ
る
？

.こ
れ
勞
：働
組
合
主
義
者
と
國
家
主

*§
的
勞
働
立
法
論
考
ど
の
間

R
あ
 

け

る

一

の
顯
著
な
，る
差
巍
で
あ
る
。

要
す
る

^
、明
：治

.ニ：十
年
代

^

‘
け
.る
勞
働
 

見
解
：は
、第

.1 、

漠
然
ど
輿
論
な 

る
も
の

m

訴べ

‘「

志
土
仁
人

」

の

#
起

^
,ょa

て
、
最

：
惡

：
の.勞
働

：
狀

：
態

を

ー

改
#
せ

し

：
め.ん

ど

す

る

者

， 

第
一
一
勢‘働
'者
間
ド
あ
け
る
組
合
組

§
勞

«
組
合
並

「

：̂

協
同

”組
.合
、殊
ド
勞
働

.組
舍

^
ょ

0
て
、罾 

«
者
：の

*
位

?:
自
：然
的

0
向

'上、せ
し
め
ん
ど
す
る
激

.第
'三、政

^
の
：立
法
行
爲
に
依
賴
し
て
、勞 

働
者
問
題
：の

»
策
ホ

%
さ
ん

ビ
す

'る
者

^
分
つ
'こ

<£
'
が
出
來

.る。

「
：

し

^
し
な
が
ら
、

t
れ
ら
の 

論
者
は
、勞
働
者
問
，題

0
對

：す

る

理

解

：者の
-侧

ド

：
屬

；
す

べ:>
も

の

で
&:
-
つ
：
て
、
當.時

の

«

濟

問

題
 

を

論
*

し

^
.者

0
:中
の
：」

少
；鸚

に

屬

す

る

：

.：の

.で

あ

^
^
。̂

當

：時

：ゆ

經

濟
：：論

者

0
#:
ft
は
、
殖

產

興業 

.

麻
^

ノ
％

ネ

：ガ

ン
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^

の

下

^
、勢

働
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k
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.ー
现
*

な
：く
、
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屮
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代
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お
け
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缓
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遁
觀

 

終
2:
號

5
〇 

會

.
&集
^

ネj

弯
寧
か
參

^

の
今
を
主

_
3

;で
.
^

^

で

^
る

。

而

し

.：て
、
明

治

V

ニ
十
七
八
年
の
 

.

.

.
叶
淸
戰

#
は

.

.一切

^
國「

内
問

®;
^
着
却
せ
し
め
、富
國
强

「

兵
の
理
想
へ
の
路
を
鐵
進
ぜ
し
め

2
0 

:
^
,か¥
に
ぎ
淸

© '

後
に
：あ
け
る
生
產
へ
の
大

*
張
は

‘日
本

{C
货

け
る
エ
業

-革
命
：を

招
^

:

せ

.し
め
、
 

«
"び
#
:働
者
問

@
の

.論
議
を

.生

.ぜ
し
め
だ
の
で
あ
る
，

'明
；治三
十
年

a

m

k食
い
.て、こ
の
現 

"象
.，
は
著

^
'
S

P而し
V

、

日

^ :
k
'

お
け

.る
運

(

動
ビ

.し

.て
の
社
畲
.主
義
も
乙
の
時
代

^
起
り
來
つ 

だ
の
。で

&
.る

:°
し

か
る
に
社
會

.主S

思
雄
は
，明
一
治
ニ
十
平
代

^
入
つ
て
、十
年
代

k
お
.：け
る
ょ 

-
>9
ル
、
i

bffi

織
；的

^
智
識
ど
し

V

紹
•介
せ
ら
れ
た
の

.で
あ
る
。

M

め
社

#
主
義
思
想
：の
紹
介 

は
、三
十
年
代

;̂
お
け

.る
％
會
主
義
蓮
動

0:
'
*
:礎
土

*
ギ
見
る

T

&
も

.の
で
あ
る
。

筆
者
は
、他 

の
機
會

:̂
あ
い

て
、明

.治
ニ
十
年
代
^
お
け
る

社
會
主
義
思
想
の
狀
態
を
記
述
し

.て、二
十

^
代 

务

f?

.け
る

»

#
問
題

■

勞
.働
問
題
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關
す
る
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も
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■生
齑

^
消
费
の
均
衡

^
關
す
る
問
題
は
旣
に
セ
ィ
、
シ

>
モ
ン
デ
ィ
の
時
代
ょ

6
、
ホ
ー

ト
レ
ィ
、
ピ
グ
ゥ
の
今
日 

R
至
る
迄

、
.論带
R
論
爭
を
累
ね
ら
れ

.て

.、

然
も
命
、
裁
然
ど
解
決
せ
ち
れ
な
い
課
題
ビ
し
て
殘
つ

て

ゐ

る

。
.
私

の 

見
る
所
で
は
、
生
產
ビ
消
费
の
均
衡
の
破
壊
即
ち
恐
慌
の
事
實
を
中
心

V

し

て

現

在

の

經

濟

秩

序
?:
现

會

せ

ん

ど

す 

る
思
想
上
の
潮
流
は
大
體
纪
於

V

左
の
ニ
個
の
も
の

.が

.あ
る

^
考
へ
る
。
即

ち

：

.

一
、
現
代
經
濟
社
兪
內
部

R
包
擁
せ
ら
れ
て
ゐ
る
制
度
上
の
缺
陷
が
生
産

v

消

费

の

調

和

的

發

展
?:
阻

止

す

る

結 

;果
恐

«
の
發
生
ど

.な
る
の
で
あ
る

。

- 

ニ1
、

生
產

^
消
费
の
調
和
的
發
展
の
過
程
中

^
於
け
る
軋
櫟
ヒ
し
て
恐
胳
が
發
生
す
る
。
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ふ

ニ

つ

で

あ

る

。
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一

の

見

地

ょ

ぅ

す

，れ

ば

、

.社
會
制
度
、
經
濟
秩
序
の
不
備
缺

.陷
が

恐

隙

發

生

：の

前

提

要

件
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S
し

て

齎
^
れ
，气

：
其

の

必

然

の

結

果

ヒ

し

て

、

.恐
懢
は
制
度
の

.政
治
的
法
律
的
改
革
を
侍
つ
て
の
み
之
を
終
熄
せ

.

第

二

十

五

卷
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六
五
.七〕

恐
慌
論
.上
.に
.於
け
る
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
ミ

.フ
士
.シ
«
キ
.ル
.シユ
.マ
.
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